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マルコの福音書 1章 15節
15 「時が満ち、神の国は近くなった。悔い改めて福
音を信じなさい。」

おはようございます。今、兄弟に読んでいただきましたみ
ことば、これはイエス様がガリラヤで福音伝道の第一声
を上げられたときのメッセージであります。イエス様はこ
こで、「時が満ち、」と仰っておられます。この時とは、主
なる神様のみこころが成る時、成就する時であります。

神様は人間の罪のために汚されたこの世界を終わらせ
て、そして罪の無い聖い人間だけがはいることのできる
新しい世界を創造すると聖書の中ではっきりと仰せにな
っておられます。したがいまして「時が満ち、」というのは、
この神様のご計画が成る時が熟したということでありま
す。私たちは今、世界やまた我が国で起こっております
さまざまな出来事を見るときに、それらがすべて私たち
人間の自己中心的な考えや行動によって、言い換えま
すと人間の罪によって引き起こされているということがわ
かります。

そして多くの方々が、このように急速に我が国が、そして
世界が悪い方向に向かって動いていますと、いったいこ
の先どうなってしまうのだろうと大きな不安を覚えておら
れるのではないかと思うのであります。私たちはこのよう
な状況にある今こそ、イエス様が仰ったこのみことばに
心を留めて、神様に悔い改めることを真剣に考えなけれ
ばならないのではないかと思うのであります。

私たちは日々の生活の中で後悔したり、あるいは反省し
たりすることが少なくありません。けれども「悔い改め」と
いうことはあんまりしないのではないでしょうか。こう申し
ますと、「何だ。」と、「後悔だって、悔い改めだって同じで
はないか。」と反論される方がおられるかもしれませんけ
れども、悔い改めと後悔とは違うのです。どこが違うか。
後悔というのは、「あんなことをしなければよかった。」、
あるいは、「あんなことを言わなければよかった。」という
ように、自分の言動を顧みて悔いることであります。それ
にとどまると言ってもいいと思いますが。

悔い改めるということになりますと、ただ自分のしたこと
を悔いるだけではなくて、それを正に字の通り、改める。
悔いて改めることであります。もしある人が刑法上の罪
を犯して、法律によって罰せられたときに、あるいは法律
には触れるような罪でなくても、人を裏切ったり、その人
の心を傷つけたりするようなことをしたときに、その人が
「もう二度とそのようなことはしません。」と誓ったときに
私たちは、「あっ、これはあの人は悔い改めたのだな。」
と認めるのです。世間では。そして、「これはこれで終わ
りだ。」と、「この件は終わった。」というふうにするのが私
たちの理解している人間社会における悔い改めではな
いかと思うのですけれども、これはイエス様は「そのよう
な悔い改めをしなさい。」と言っておられるのではないの
です。

みことばにありますように、「悔い改めて、福音を信じなさ

い。」と仰っているのです。ここにこの世的な悔い改めと
聖書で言うところの悔い改めとの違いというものがありま
す。聖書で言うところの悔い改めというのは、ただ悔い改
めるのではなくて、神様のもとに立ち返って、神様から罪
を赦していただくための前段階なのです。前段階として
ぜひともこの悔い改めが必要であるということであります。
預言者のイザヤは次のように言っております。

イザヤ書 55:7
7 悪者はおのれの道を捨て、不法者はおのれのは
かりごとを捨て去れ。主に帰れ。そうすれば、主はあ
われんでくださる。私たちの神に帰れ。豊かに赦して
くださるから。

ここで言うところの悪者というのは、ご存知のように神様
に背を向けて、自分の考えを第一として、自分の考えを
中心にして生きる人間のことであります。聖書で言う罪
人とはこのような人間を指しております。ですからイザヤ
はここで、神様を第一とするのではなくて、自分を第一と
して生きるという罪を犯している私たち人間に対して、
「悔い改めて、万物の創造者にして、生けるまことの神様
のもとに立ち返りなさい。そうすれば、神様はあわれんで
くださる。」と言っているのであります。このように聖書で
言う悔い改めというのは、神様に対してそむきの罪を犯
した人間は、神様と関係を回復するためにまず成されな
ければならない最も大切な行為なのであります。

この神様に対する悔い改めについて、さらにごいっしょに
考えを進めてみたいと思います。まず神様に対する悔い
改めは、ご自分にそむいている、罪に汚れた人間をなお
愛してくださる神様の大きなあわれみの上に成り立つも
のであるということを私たちは知る必要があります。この
ことは預言者たちを通して、神様ご自身がご自分の思い
を次のようにはっきりと示しておられることからもよくわか

るのであります。エゼキエル書の 33章の 10節から 11
節。ここで神様はエゼキエルに次のように仰せになって
います。

エゼキエル書 33:10
10 人の子よ。（・・・・これはエゼキエルを指しておら
れるのですが、・・・・）イスラエルの家に言え。

このイスラエルの家というのは、もっと言い換えますと、
神様にそむいて、罪を重ねているイスラエルの民なので
すが、その民に言えと。

エゼキエル書 33:10-11
10 あなたがたはこう言っている。『私たちのそむきと
罪は私たちの上にのしかかり、そのため、私たちは
朽ち果てた。私たちはどうして生きられよう。』と。
11 彼らにこう言え。『わたしは誓って言う。――神で
ある主の御告げ。――わたしは決して悪者の死を喜
ばない。かえって、悪者がその態度を悔い改めて、生
きることを喜ぶ。悔い改めよ。悪の道から立ち返れ。
イスラエルの家よ。なぜ、あなたがたは死のうとする
のか。』

もう一ヶ所お読みします。神様は預言者のエレミヤにも
次のように語られております。
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エレミヤ書 31:20
20 エフライムは、わたしの大事な子なのだろうか。そ
れとも、喜びの子なのだろうか。わたしは彼のことを
語るたびに、いつも必ず彼のことを思い出す。それゆ
え、わたしのはらわたは彼のためにわななき、わたし
は彼をあわれまずにはいられない。

このエフライムというのは当時、偶像礼拝をしておりまし
た北イスラエルの国のことであります。神様は偶像の神
を拝むという罪を犯したイスラエルの神さえも愛してあわ
れみ、そして「はらわたがわななく」という表現をなさって
いるほどに悲しんでくださっておられます。また、私たち
を滅びに至る罪から救い出してくださるために神の座か
ら下りて、この世に来てくださった神の御子イエス様も次
のように言われました。

マタイの福音書 9:12-13
12 イエスはこれを聞いて言われた。「医者を必要と
するのは丈夫な者ではなく、病人です。
13 『わたしはあわれみは好むが、いけにえは好まな
い。』とはどういう意味か、行って学んで来なさい。わ
たしは正しい人を招くためではなく、罪人を招くために
来たのです。」

これでお分かりになりますように、悔い改めというのは、
聖書で言う悔い改めは、ご自分にそむき、ご自分に敵対
している悪者である私たちをもなお愛し、あわれんで、滅
びないようにと呼びかけてくださるその神様の深いあわ
れみが、まず基本にあるということを私たちは心に刻ん
でおく必要があります。次に、神様に対する悔い改めに
は自分が犯した罪の強い自覚と、それに対する深い悲し
みが必要であります。主なる神様は預言者のヨエルの口
を通して私たちに、「心を引き裂き、嘆きと、涙をもって悔
い改めなさい。」と命じておられます。

ヨエル書 2:12-13
12 「しかし、今、――主の御告げ。――心を尽くし、
断食と、涙と、嘆きとをもって、わたしに立ち返れ。」
13 あなたがたの着物ではなく、あなたがたの心を引
き裂け。あなたがたの神、主に立ち返れ。主は情け
深く、あわれみ深く、怒るのにおそく、恵み豊かで、わ
ざわいを思い直してくださるからだ。

神様は私たちの悔い改めが心の底からのものであるか
どうかをご覧になっておられます。ヨナ書には、神様が異
邦人のニネベの人たちの悔い改めが心からのものであ
るということをご覧になって、彼らを赦されたという記事
がございます。

ヨナ書 3:4-7
4 ヨナは初め、その町にはいると、一日中歩き回って
叫び、「もう四十日すると、ニネベは滅ぼされる。」と
言った。
5 そこで、ニネベの人々は神を信じ、断食を呼びかけ、
身分の高い者から低い者まで荒布を着た。
6 このことがニネベの王の耳にはいると、彼は王座
から立って、王服を脱ぎ、荒布をまとい、灰の中にす
わった。

7 王と大臣たちの命令によって、次のような布告がニ
ネベに出された。「人も、獣も、牛も、羊もみな、何も
味わってはならない。

食べてはならない。

ヨナ書 3:7-10
7 草をはんだり、水を飲んだりしてはならない。
8 人も、家畜も、荒布を身にまとい、ひたすら神にお
願いし、おのおの悪の道と、暴虐な行ないとを悔い改
めよ。
9 もしかすると、神が思い直してあわれみ、その燃え
る怒りをおさめ、私たちは滅びないですむかもしれな
い。」
10 神は、彼らが悪の道から立ち返るために努力して
いることをご覧になった。それで、神は彼らに下すと
言っておられたわざわいを思い直し、そうされなかっ
た。

このように、神様に対する悔い改めは心の底からのもの
でなければならないのであります。そのような心の底か
らの悔い新ためを神様はよしとされるのであります。旧
約の時代には悔い改めて神様に立ち返ることは、神様
から人間に与えられた律法を守ることによって証しとされ
ておりました。しかしながら神様が最初に造られたアダ
ムのそむきの罪によって、すべての人間の中にはいって
しまったこの罪の性質のゆえに、神様から与えられた律
法を完全に守ることができなくなった人間をあわれまれ
た神様は、そのような私たちの罪を赦すために律法を守
ることによってではなくて、私たちの罪の代価としてこの
世に遣わされた御子イエス様を自分の救い主として信じ、
受け入れることによって神様に立ち返ることのできるよう
にしてくださったのであります。

エレミヤ書 31:31
31 見よ。その日が来る。――主の御告げ。――その
日、わたしは、イスラエルの家とユダの家

これは霊的な意味で、神様の民を意味しておりますが、

エレミヤ書 31:31-32
31 とユダの家とに、新しい契約を結ぶ。
32 その契約は、わたしが彼らの先祖の手を握って、
エジプトの国から連れ出した日に、彼らと結んだ契約
（・・・・すなわち律法・・・・）のようではない。

このように仰せになりました。この新しい契約というのは、
イエス様ご自身が最後の晩餐の時に仰ったように、イエ
ス様が十字架の上で私たちのために流された血による
完全な罪の赦しによって私たちと結ばれた契約でありま

す。このことがルカの福音書の 22章の 20節にはっきり
と記されております。

ルカの福音書 22:20
20 食事の後、（・・・・これは最後の晩餐の食事で
す。・・・・）杯も同じようにして言われた。「この杯は、
あなたがたのために流されるわたしの血による新し
い契約です。
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冒頭のみことばの中の、「悔い改めて福音を信ぜよ。」と
いうイエス様のメッセージというのは、このことを意味して
いるのであります。私たちがどんなに正しい行ないをしよ
うと思ってもできない、このどうしようもない私たちにとっ
て、イエス様の十字架上での贖いのみわざを信じること
によって罪が赦されるというこの新しい契約というのは、
本当に私たちにとってはかり知れない恵みであります。
しかしここでちょっと注意をしなければいけないことがあ
ります。それは、「悔い改めて福音を信ぜよ。」ということ
は裏を返せば、「悔い改め無しには福音を信じることは
できない。」ということです。もう一つ別のことばで言いま
すと、悔い改めを伴わない福音信仰は無いということな
のです。

イエス様を信じる方々の中に、「自分は十字架がわから
ない。」と仰る方がおられます。事実おられます。けれど
も、イエス様の十字架の贖いのみわざこそが福音なので
す。ですから、イエス様の十字架がわからない、おわか
りにならないというのは、それはまだご自分の罪の大き
さ、深さがおわかりになっていないということです。したが
いまして、そういう方は主に対する悔い改めも知っておら
れないのではないかと思います。ですから、そういう方の
信仰には感謝も無ければ、喜びも無ければ、希望も無い
のです。こんなことを申しますと、何か人をさばいている
ようですけれども、実はこれは私自身がかつてそうだっ

たのであります。20数年前まではそのような全く名ばか
りの信者でありました。このように、「悔い改めて福音を
信ぜよ。」というこの主のみことばは、未信者に対してだ
けではなくて、名ばかりの信者にも主から与えられてい
るみことばだというふうに私たちは受け取るべきでありま
す。

三番目に、この神様に対する悔い改めに戻りますが、こ
の神様に対する悔い改めは、神様に直接、人にではなく
て、神様に直接、しかも全て隠さずに心からすることが大
切であります。その意味で次に掲げるダビデの悔い改め
の祈りは、私たちの良き手本であります。よくご存知であ

りますが、詩篇 51篇の 1節から 4節までお読みいたし
ます。

詩篇 51:1-4
1 神よ。御恵みによって、私に情けをかけ、あなたの
豊かなあわれみによって、私のそむきの罪をぬぐい
去ってください。
2 どうか私の咎を、私から全く洗い去り、私の罪から、
私をきよめてください。
3 まことに、私は自分のそむきの罪を知っています。
私の罪は、いつも私の目の前にあります。
4 私はあなたに、ただあなたに、罪を犯し、あなたの
御目に悪であることを行ないました。それゆえ、あな
たが宣告されるとき、あなたは正しく、さばかれるとき、
あなたはきよくあられます。

私たちが心からの悔い改めをもって、イエス様の十字架
による贖いのみわざが自分の、他人事ではなくて、自分
のためであったということを信じたときに、それまでの死
んでいたような私たちの霊は完全なものとされて生き返
ります。しかしながら肉体のほうはどうか。肉体のほうは、
私たちがイエス様を信じてからのちも天に召されるまで

は、この世にあって不完全な肉と、そして肉の心をもって
生きるために、悲しいことにイエス様を信じてのちもしば
しば、罪を犯してしまいます。しかしながら罪に気が付い
て、それをすぐに、気が付いたときにすぐに正直にイエス
様の前にそれを言い表わして悔い改めれば、イエス様
は父なる神様にとりなしてくださるというふうに約束して
おられます。

ローマ人への手紙 8:34
34 罪に定めようとするのはだれですか。死んでくださ
った方、いや、よみがえられた方であるキリスト・イエ
スが、神の右の座に着き、私たちのためにとりなして
いてくださるのです。

とあるとおりであります。またもう一ヶ所お読みしますが、

ヘブル人への手紙の 7章 24節、25節。ここに次のよう
に書かれております。

ヘブル人への手紙 7:24-25
24 しかし、キリストは永遠に存在されるのであって、
変わることのない祭司の務めを持っておられます。
25 したがって、ご自分によって神に近づく人々を、完
全に救うことがおできになります。キリストはいつも生
きていて、彼らのために、とりなしをしておられるから
です。

何という主の限りない恵みであり、またあわれみでありま
しょうか。

しかしここでこういうことをお考えになる方がおありでは
ないかと思うのです。もし、けれどももし神様に対する悔
い改めが手遅れになった場合に、いったい私たちはどう
なのだろうかということです。これは私たちにとって大問
題であります。神に対する悔い改めが手遅れになってし
まったとき、どのような場合が考えられるでしょうか。その
一つは、悔い改めることなしに死んだ場合であります。と
いうのは、死んだあとで悔い改めをしようとしても死後に
救いの機会は、チャンスはないからであります。イエス様
は悔い改めうることなしに死んで、黄泉に落とされた金
持ちにアブラハムの口を通して次のように宣告されてお
られます。

ルカの福音書 16:26
26 私たち・・・・

これはアブラハムを含めて、救われて、もう天の御国に
いれられた人々のことです。私たちとおまえたちというの
は、悔い改めないで、黄泉に落とされた金持ちのような
人たち

ルカの福音書 16:26
26 私たちとおまえたちの間には、大きな淵がありま
す。ここからそちらへ渡ろうとしても、渡れないし、そこ
からこちらへ越えて来ることもできないのです。

このみことばからも、死んでから神様に悔い改めをしよう
としてももはや手遅れであるということがわかります。そ
れならば死ぬ間際に神様に悔い改めればよいのではな
いか。生きている間は自分の思いのままに自由に生き
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たい。そういうふうに考える方もおられるかもしれません。
けれども私たちは、では自分の死の時を正確に予測でき
るのでありましょうか。できません。神様はそのような人
間の自分中心の高ぶりを決してお赦しになっておられま
せん。ですから神様は人間に、自分の死の時を予測す
ることをどんなに、これは医学がどんなに進歩しようと、
それをお許しにはならない。またそのような自分勝手な
思いで、神様のあわれみを利用しようとするのはまさに
神様に対する冒涜以外の何ものでもありません。イエス
様は次のような例えを話されております。

ルカの福音書 12:16-20
16 「ある金持ちの畑が豊作であった。
17 そこで彼は、心の中でこう言いながら考えた。『ど
うしよう。作物をたくわえておく場所がない。』
18 そして言った。『こうしよう。あの倉を取りこわして、
もっと大きいのを建て、穀物や財産はみなそこにしま
っておこう。
19 そして、自分のたましいにこう言おう。「たましいよ。
これから先何年分もいっぱい物がためられた。さあ、
安心して、食べて、飲んで、楽しめ。」』
20 しかし神は彼に言われた。『愚か者。おまえのた
ましいは、今夜おまえから取り去られる。

またヤコブは手紙の中で次のように記しております。

ヤコブの手紙 4:14
14 あなたがたには、あすのことはわからないのです。
あなたがたのいのちは、いったいどのようなものです
か。あなたがたは、しばらくの間現われて、それから
消えてしまう霧にすぎません。

このように、私たちにはあすのいのちすらどうなるかわ
からないのであります。ですから手遅れにならないうちに
悔い改めて福音を信ぜよと呼びかけてくださる御声を聞
いたならば、直ちに自分の罪の深さに気付いて、永遠の
滅びから救い出そうと声をかけてくださったその神様の
あわれみを心から感謝して、素直に悔い改めて福音を
信じるという、その態度が必要であります。手遅れになる
もう一つの場合を考えてみたいと思いますが、それは悔
い改める前に終わりの日が来てしまいます。

ヨハネの福音書 12:48
48 わたしを拒み、わたしの言うことを受け入れない
者には、その人をさばくものがあります。わたしが話
したことばが、終わりの日にその人をさばくのです。

では、イエス様が仰っている終わりの日、あるいは神様
のさばきの日はいつ来るのでありましょうか。この問いに
対してイエス様は次のように言っておられます。

マタイの福音書 24:37-39
37 人の子が来るのは、ちょうど、ノアの日のようだか
らです。
38 洪水前の日々は、ノアが箱舟にはいるその日ま
で、人々は、飲んだり、食べたり、めとったり、とつい
だりしていました。
39 そして、洪水が来てすべての物をさらってしまうま
で、彼らはわからなかったのです。人の子が来るのも、

そのとおりです。

このように、終わりの日は私たち人間にそれはいつかと
いうことを正確に予測することは不可能であります。しか
しながら今、終わりの日が近いということはその前兆とし
て、次のようにイエス様が言われたことがすでに現実に
私たちの周りに起こっていることからも察知することは可
能であります。

マタイの福音書 24:3-8
3 イエスがオリーブ山ですわっておられると、弟子た
ちが、ひそかにみもとに来て言った。「お話しください。
いつ、そのようなことが起こるのでしょう。あなたの来
られる時や世の終わりには、どんな前兆があるので
しょう。」
4 そこで、イエスは彼らに答えて言われた。「人に惑
わされないように気をつけなさい。
5 わたしの名を名のる者が大ぜい現われ、『私こそキ
リストだ。』と言って、多くの人を惑わすでしょう。
6 また、戦争のことや、戦争のうわさを聞くでしょうが、
気をつけて、あわてないようにしなさい。これらは必
ず起こることです。しかし、終わりが来たのではありま
せん。
7 民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、
方々にききんと地震が起こります。
8 しかし、そのようなことはみな、産みの苦しみの初
めなのです。

これは終わりの日の前兆だと仰っているのです。何と今
の世界の状況に、私たちのおかれている世界の状況に
よく当てはまることではないでしょうか。

イエス様は冒頭のみことばの中で、「神の国は近くなっ
た。」と仰せになりました。これには二つの意味が含まれ
ております。一つは、神の御子イエス様が神様と、そして
神様にそむいた罪人である私たち人間との和解の仲介
者としてこの世に来てくださり、そして十字架による罪の
贖いを成し遂げてくださったことによって、私たちが神の
国にはいる道が整えられたという意味であります。イエス
様が仰っているとおり、ご自身が神の国への道そのもの
となってくださったのであります。よく知られているみこと
ば。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。
わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来る
ことはありません。」と仰っているとおりです。神の国へ
の道がイエス様によって整えられた。イエス様ご自身が
道となってくださったために神の国が私たちにとって近く
なりました。

もう一つの意味は、イエス様はこの世に来られたことに
よって、人間の罪に汚れきったこの世界を滅ぼして、新し
い、聖い神の国を想像されるという神様のご計画がさら
に近くなったということです。神様は預言者イザヤを通し
て次のように約束しておられます。

イザヤ書 65:17-18
17 見よ。まことにわたしは新しい天と新しい地を創造
する。先の事は思い出されず、心に上ることもない。
18 だから、わたしの創造するものを、いついつまでも
楽しみ喜べ。
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悔い改めて福音を信じなさい

愛とあわれみに満ち給う神様は、私たちがさばかれて滅
びることを悲しまれ、ひとりでも滅びることなく悔い改めて、
ご自分のもとに立ち返り、朽ちることのない新たなるいの
ちをいただいて永遠に生きて、そして新しい天と地に、神
様が創造された新しい天と地にはいることを望んでおら
れます。これについてペテロは次のように記しております。

ペテロの手紙第 II、3:9
9 主は、ある人たちがおそいと思っているように、そ
の約束（・・・・すなわち汚れた滅ぼして新しい聖い世
界を創造されるという約束・・・・）のことを遅らせてお
られるのではありません。かえって、あなたがたに対
して忍耐深くあられるのであって、ひとりでも滅びるこ
とを望まず、すべての人が悔い改めに進むことを望
んでおられるのです。

この主なる神様の限りない愛とあわれみと忍耐を私たち
は心から感謝して、時が満ちた今、手遅れにならないよ
うに、ひとりでも多くの方が神様の呼びかけに素直に従
って、悔い改めて神様に立ち返られるように心からお祈
りをする次第であります。

どうもありがとうございました。
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